
 
 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 本部の URA 推進室が各部局の研究支援組織への働き掛けを丹念に行い、制度の定着・人材育成・

研修などの取組により、効率的な研究費管理、国際共同研究支援などを推進する体制を整備してい

る。また、学内広報を通じ、全学の課題として捉え、URA 制度の定着化を進めており、制度全体の設

計には、未だ時間を要するが、順調に進んでいる状況が確認された。 

 

特に優れた点 

○ 若手研究者の増加に向けて「教授（特例）ポスト」、「クロスアポイントメント」、「スプリットア

ポイントメント」等を活用し、安定した雇用環境を生み出すための取組が整備されている。 

 

○ 研究支援力底上げのための URA 業務研修を含め、質の向上のための充実した取組が実施されてい

る。 

期待する点 

○ URA 制度全体の設計・本格実施に向けて、早期の実現を大いに期待したい。 
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